
JR 筑豊本線（若松～折尾間）について 

１ JR 筑豊本線（若松～折尾間）の概要 

【区間】JR筑豊本線（若松～折尾間）5駅(折尾駅除く)  【距離】10.8km 
【各駅 1日あたり乗車人員】

若松 藤ノ木 奥洞海 二島 本城 計(人) 
H27年度 1,365 284 404 1,391 1,317 4,762 

２ JR 筑豊本線（若松～折尾間）の概歴 

1891年 若松～直方間の開業
1941年 若松駅の貨物取扱量が日本一
1984年 若松～折尾間の貨物営業廃止
1987年 民営化
2001年 折尾～桂川間が「電化」（折尾～若松間（若松線）は「非電化」として残る）
     ※ 架線敷設のための線路の盤下げ等技術的課題が多いため

2009年 筑豊本線にてＩＣカード『ＳＵＧＯＣＡ』の導入
2016年 蓄電池電車『ＤＥＮＣＨＡ』の導入
2017年 若松駅駅舎のリニューアル

若松線
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３ 北九州市地域公共交通網形成計画における位置づけ 

『北九州市環境首都総合交通戦略（H28.8）』では、 

公共交通拠点、公共交通軸及び支線の分類と将来人口の 

動向を踏まえて整理すると、上記の図を「望ましい交通体系」 

としている。

若松～折尾間を主要幹線 

として位置づけ

■ 望ましい交通体系のイメージ

公共交通軸の中で鉄道は、定時性・速達性に優れ

大量輸送も可能なため、『北九州市環境首都総合

交通戦略』では、都市交通の骨格を形成する重要

な交通軸として位置付けている。

■ 望ましい交通体系のイメージ（鉄軌道交通）
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